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「
災
害
急
性

期
に
活
動
で
き
る
機
動
性

を
持
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
」

と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
医

師
、
看
護
師
、
業
務
調
整

員
（
医
師
・
看
護
師
以
外

の
医
療
職
及
び
事
務
職

員
）
で
構
成
さ
れ
、
大
規

模　

災
害
や
多
傷
病
者
が

発
生
し
た
事
故
な
ど
の
現

場
に
、
急
性
期
（
お
お
む

ね
48
時
間
以
内
）
か
ら
活

動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ

た
専
門
的
な
訓
練
を
受
け

た
医
療
チ
ー
ム
。 

 （３）スマートシティ戦略部現行	 改正後	 改正のポイント
（新設）	 スマートシティ戦略部
スマートシティ戦略総務課 地域戦略・特区推進課 デジタル行政推進課 ICT基盤課	○スマートシティ戦略の実現に

向けた事業・施策推進の司令塔として、「スマートシティ戦略部」を設置。
※スマートシティ戦略部の設置については、令和元年９月議会で「大阪府組織条例改正案」を可決済み。

　

１
９
９
４
年
に
保
健
所
法
が

廃
止
さ
れ
、
１
９
９
７
年
に
は

地
域
保
健
法
が
全
面
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
改
正
に
合
わ

せ
て
、
大
阪
府
も
22
保
健
所
７

支
所
の
う
ち
７
保
健
所
（
門

真
、
大
東
、
松
原
、
狭
山
、
泉

大
津
、
貝
塚
、
尾
崎
）
を
支
所

に
格
下
げ
し
、
15
保
健
所
14
支

所
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

と
き
、
支
所
へ
の
格
下
げ
を
ご

ま
か
す
よ
う
に
「
保
健
所
」
と

い
う
名
称
を
「
府
民
健
康
プ
ラ

ザ
」
へ
と
変
更
し
、
40
人
の
職

員
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
各
保
健
所
の
栄

養
士
の
集
中
化
、
精
神
障
が
い

者
の
居
宅
支
援
事
業
、
胸
部
Ｘ

線
検
診
車
「
は
と
号
」
の
削
減

・
廃
止
な
ど
に
よ
っ
て
、
職
員

は
削
減
さ
れ
続
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
０
４
年
に

は
、
14
あ
っ
た
全
て
の
支
所

（
門
真
、
大
東
、
松
原
、
狭

山
、
泉
大
津
、
貝
塚
、
尾
崎
、

能
勢
、
箕
面
、
千
里
、
摂
津
、

柏
原
、
河
内
長
野
、
高
石
）
を

廃
止
し
「
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
」

の
名
称
を
再
び
「
保
健
所
」
に

戻
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
は

50
人
も
の
職
員
（
行
政
職
26

人
、
保
健
師
11
人
、
放
射
線
技

師
13
人
）
が
削
減
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
あ
わ
せ
て

「
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
は
市
町

村
、
都
道
府
県
は
専
門
的
・
広

域
的
業
務
」
と
い
う
国
の
方
針

に
従
い
、
保
健
師
の
業
務
が
地

区
分
担
制
か
ら
業
務
分
担
制
へ

と
変
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

府
職
労
は
「
専
門
業
務
に
追

わ
れ
他
業
務
へ
の
理
解
が
乏
し

く
な
る
」「
一
体
感
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
損
な
わ
れ
る
」「
多

問
題
を
抱
え
る
家
庭
に
対
す
る

責
任
の
所
在
が
曖
昧
に
な
る
」

「
災
害
時
等
は
各
疾
病
・
傷
害

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
は
な
く
、

地
域
の
実
情
に
精
通
し
、
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
常
的
に

連
携
し
て
い
な
い
と
活
動
は
で

き
な
い
」
と
指
摘
し
、
反
対
し

ま
し
た
が
、
２
０
０
５
年
に

は
、
現
在
の
専
門
チ
ー
ム
制

（
母
子
、
難
病
、
感
染
症
、
精

神
保
健
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

「
都
道
府
県
は
専
門
的・広
域
的
業
務
」

と
減
ら
さ
れ
て
き
た
保
健
所

報
道
さ
れ
る
数
字
の
裏
に
あ
る

保
健
師
の
仕
事

若
い
保
健
師
を
育
て
る
た
め
に

休
ん
で
る
暇
は
な
い

地
域
か
ら
学
び
成
長
す
る
の
が
保
健
師

計
画
的
な
保
健
所
体
制
強
化

と
保
健
師
育
成
を

公衆衛生の
現場から

　

こ
の
よ
う
に
、
保
健
所
業
務

が
縮
小
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
中
で
も
現
場
の
保

　

こ
の
間
の
保
健
所
削
減
、
業

務
縮
小
の
中
、
大
阪
府
は
保
健

師
の
採
用
を
大
き
く
抑
制
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
指
定
難
病

や
感
染
症
の
数
の
増
加
、
保
健

所
の
業
務
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
が

増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
保
健
師
を
増
や
し
て
こ
な

か
っ
た
た
め
、
現
場
は
多
忙
化

す
る
一
方
で
、
長
時
間
過
密
労

働
の
中
、
働
き
続
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
中
堅
職
員
の
退
職
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

健
師
は
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と

地
域
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
健
康
課

題
に
向
き
合
う
努
力
を
懸
命
に

　

現
場
に
ベ
テ
ラ
ン
保
健
師
が

少
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
「
若

い
保
健
師
を
現
場
で
育
て
た
い

か
ら
休
ん
で
る
暇
は
な
い
」
と

ベ
テ
ラ
ン
保
健
師
は
話
し
ま

す
。

　

終
電
で
帰
る
日
が
続
い
て

も
、
そ
の
日
の
う
ち
に
ニ
ュ
ー

ス
確
認
し
、
記
者
会
見
や
テ
レ

ビ
で
知
事
が
ど
ん
な
発
言
を
し

た
か
を
頭
に
入
れ
、
翌
朝
か
か

っ
て
く
る
電
話
へ
の
対
応
も
考

え
る
と
い
う
状
況
で
す
。

病院労働者の奮闘に応える回答を

「約束違反」を解消し、地域手当と

ボーナス引上げを直ちに行え
府
立
病
院
労
組
が
　
　

「
夏
季
要
求
書
」を
提
出

公
立
病
院
の
役
割
を
発
揮

で
き
る
予
算
と
体
制
を

　

要
求
書
の
提
出
に
あ
た
り
、

病
院
労
組
の
山
本
委
員
長
は
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　

「
こ
の
間
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
「
コ
ロ

ナ
」）
対
策
へ
の
対
応
に
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
特

殊
勤
務
手
当
の
特
例
や
職
務
専

念
義
務
免
除
な
ど
の
対
応
に
つ

い
て
、
病
院
労
組
要
求
に
応
え

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
に
感

謝
す
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
マ
ス

ク
、
防
護
服
等
の
不
足
や
コ
ロ

「
約
束
違
反
」状
態
を

あ
ら
た
め
、地
域
手
当
と

一
時
金
を
引
上
げ
よ

　

こ
の
間
も
、
病
院
機
構
当
局

は
「
経
営
状
況
」
を
理
由
に

「
給
料
は
国
立
病
院
、
手
当

（
地
域
手
当
・
ボ
ー
ナ
ス
）
は

府
職
員
に
準
じ
る
」
と
い
う
約

束
を
破
り
続
け
て
い
る
。
今
回

の
コ
ロ
ナ
の
中
、
感
染
リ
ス
ク

も
負
い
な
が
ら
最
前
線
で
働
く

病
院
労
働
者
の
奮
闘
に
応
え
る

気
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の

約
束
を
守
っ
て
こ
な
か
っ
た
分

の
遡
及
も
含
め
て
、
地
域
手
当

と
一
時
金
の
引
上
げ
を
直
ち
に

行
う
べ
き
で
す
。

　

「
財
源
が
な
い
」「
経
営
が

厳
し
い
」
と
言
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
に
対
す
る
措
置
を
大

阪
府
や
国
に
強
く
求
め
る
べ
き

で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
病
院
機
構
の

田
中
事
務
局
次
長
は
「
現
場
最

前
線
で
コ
ロ
ナ
対
応
に
奮
闘
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
感
謝
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
現
場
で

働
く
み
な
さ
ん
の
要
求
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
可
能
な
限
り
対
応

し
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
資
材
の

確
保
等
も
各
方
面
に
働
き
か

け
、
何
と
か
医
療
体
制
の
確
保

に
努
め
て
き
た
。
今
後
も
最
大

限
の
努
力
を
し
て
い
く
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
は
深
刻
で
あ
り
、
私

た
ち
に
と
っ
て
は
、
経
営
を
成

り
立
た
せ
る
こ
と
も
重
要
。
第

二
波
、
第
三
波
を
想
定
し
、
病

院
労
組
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

も
聞
き
な
が
ら
、
現
場
が
機
能

す
る
よ
う
に
、
国
や
府
に
も
必

新型コロナウイルス感染症対策における職員アンケート（回答期限７月10日まで）

　新型コロナウイルス感染症対策（以下「コロナ対
策」という）のもと、業務の見直し、応援体制や在宅
勤務など、緊急の措置の一方で、コロナ対策によっ
て、多忙を極める職場も少なくありません。また、大
阪府は９月議会に向けて「事務事業の見直し（案）」
の成案化をめざしています。こうした状況を踏まえ、
今後の府政のあり方、コロナ対策における労働条件の
整備等についてアンケートに取り組みます。お忙しい

中ですが、みなさんのご協力をお願いします。
　このアンケートはweb（Googleフォーム）で回答
できます。回答は匿名で行えます。メールアドレス等
の個人情報が収集されることはありません。右のQR
コードよりアンケートフォームへアクセスできます。
　このページを切り取って回答することもできます。
回答は府職労の掲示板に設置の回収袋に入れるかお近
くの組合役員にお渡しください。

◦部局名を回答してください。＊

◦本庁、出先機関のいずれかを回答してください。＊

あなたの職場について

□ 政策企画部　□ 総務部　□ 財務部　□ 府民文化部
□ スマートシティ戦略部　□ 福祉部　□ 健康医療部
□ 商工労働部　□ 環境農林水産部　□ 都市整備部
□ 住宅まちづくり部　□ 会計局　□ 教育庁
□ その他、各種委員会

ご協力ありがとうございました。

◦�大阪府はコロナ対策下において「感染リスクが高いと考え
られる事務事業」や「コロナ拡大以前の社会経済情勢を前
提としており、事業実施の前提が大きく変化したことで、
事業効果が見込めない事務事業」は、原則見直しとしてい
ますが、大阪市廃止・特別区設置の是非を問う住民投票が
11月に予定されています。実施すべきと思いますか。

□ 予定通り11月に実施すべき　□ 実施を延期すべき
□ そもそも実施すべきでない　□ よくわからない

事務事業の見直し（案）について

◦�大阪府は「令和２年度事務事業の見直しについて」を公表
し、「新型コロナの感染拡大を防止し、府民のいのちを守
り、くらしと経済活動を支える」「新しい生活様式を見据
えた令和２年度当初事業の転換の検討」「新型コロナ対策
に財源・人的資源をシフトするため、令和２年度当初事業
について緊急避難的な見直し」を行うとしていますが、事
務事業の見直しにおいてあなたが重視すべきと考えること
は何ですか。（複回答可）

□ 医療機関への予算措置
□ 大阪健康安全基盤研究所への予算措置
□ 失業者への支援金給付等
□ 収入が減少した労働者への所得補償
□ 自営業者・中小企業への支援金給付の拡大
□ 自営業者・中小企業への貸付制度の拡充
□ 教育環境（ICTなど）の整備
□ 少人数学級の実現
□ 保健所機能と体制の強化
□ 在宅勤務の拡大
□ 時差通勤の拡大
□ 勤務時間の短縮
□ 職員数管理目標の見直し（職員定数増）
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

休日（祝日）出勤について

【「休日（祝日）出勤した」と回答した方にお聞きします】
◦代休（振替休日）は取得できましたか。＊

◦４月～５月に休日（祝日）出勤しましたか。＊

□ 休日（祝日）出勤した　□ 休日（祝日）出勤していない

□ 取得した
□ まだ取得していないが取得できる
□ 取得できない
□ 取得できないので時間外勤務手当を申請した

◦４月～５月に在宅勤務をしましたか。＊

在宅勤務について

□ 在宅勤務した　□ 在宅勤務していない

◦�在宅勤務をするうえで困ったこと、改善が必要だと思うこ
とは何ですか。ご自由にお書きください。

◦�在宅勤務は「働き方改革」（長時間労働の解消、ワークラ
イフバランス等）に有効だと感じますか。＊

□ 感じる　□ まあまあ感じる　□ あまり感じない
□ 感じない　□ よくわからない

今年度の人事評価制度について

◦�大阪府は、コロナ対策下であっても、チャレンジシート等
の提出期限や面談の日程を延期し、人事評価制度を実施す
るとしています。実施すべきと思いますか。

□ 実施すべき　□ 実施すべきでない　□ よくわからない

□ 本庁　□ 出先機関

コロナ対策下（４月～５月）の仕事について

◦仕事量（コロナ対策外の業務も含む）は増えましたか 。＊

□ 増えた　□ 減った　□ 変わらない　□ よくわからない

【「仕事量が増えた」と回答した方にお聞きします】
◦具体的にどのような仕事が増えましたか。

時間外勤務について

□ 全て申請している　□ 全ては申請できていない
□ 時間外勤務をしていない

□ 忙しすぎて申請を忘れていた
□ 短時間なので申請しなかった
□ 同僚や上司が申請していないので
□ 上限規制があるので申請しづらい
□ 上司に申請するなという主旨のことを言われた
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【「全ては申請できていない」と回答した方にお聞きします】
◦全て申請できなかった理由は何ですか。（複数回答可）

◦時間外勤務手当は全て申請できていますか。＊

新型コロナウイルス感染症対策における職員アンケート ＊の設問は必須項目ですので必ず回答してください。

ナ
患
者
の
受
け
入
れ
に
よ
る
減

収
な
ど
新
た
な
課
題
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
応
で

は
、
ま
さ
に
公
立
病
院
と
し
て

の
役
割
を
求
め
ら
れ
、
コ
ロ
ナ

患
者
病
床
と
そ
こ
で
働
く
医
師

・
看
護
師
等
を
確
保
す
る
た

め
、
救
急
受
入
れ
の
一
時
中
止

や
病
棟
閉
鎖
等
で
対
応
し
て
き

た
。
減
収
に
な
る
の
は
当
然
で

あ
り
、
公
立
病
院
が
役
割
を
果

た
し
、
府
民
の
命
を
守
る
と
い

う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
だ

か
ら
こ
そ
、
税
金
も
使
っ
て
公

立
病
院
を
運
営
す
る
の
は
当
然

で
あ
る
し
、
赤
字
に
な
る
の
は

何
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。」

回答は　　　
こちらから⬇

キリトリ線

キ
リ
ト
リ
線

健康医療部　保健医療室　医療対策課
救急・災害医療グループ　行政職 山岡　卓矢さん

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
中
枢
、
健
康
医

療
部
の
保
健
医
療
室
で
働
く

山
岡
さ
ん
に
取
材
し
ま
し

た
。府

民
の
命
を
救
う

最
前
線
で

　

山
岡
さ
ん
は
４
年
前
に
行

政
職
と
し
て
採
用
さ
れ
、
２

年
間
の
守
口
保
健
所
勤
務
を

経
て
、
昨
年
４
月
よ
り
現
在

の
医
療
対
策
課
救
急
・
災
害

医
療
グ
ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
。

　

救
急
・
災
害
医
療
グ
ル
ー

プ
で
は
、
救
急
病
院
告
示
医

療
機
関
の
認
定
や
補
助
金
の

交
付
等
救
急
医
療
体
制
の
整

備
、
献
血
の
推
進
、
災
害
発

生
時
の
災
害
拠
点
病
院
や
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
※
事
務
局
と
の
連
携

・
調
整
等
災
害
医
療
体
制
の

整
備
、
大
阪
府
救
急
・
災
害

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用

な
ど
、
府
民
の
命
を
救
う
最

前
線
に
関
わ
る
業
務
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

山
岡
さ
ん
は
、
府
立
中
河

内
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
担

当
し
、
補
助
金
の
確
保
や
施

設
等
の
整
備
な
ど
の
仕
事
を

事
務
職
だ
け
で
な
く
、
医
師

や
消
防
士
、
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

人
た
ち
と
進
め
て
い
ま
す
。 

忙
し
い
け
ど

や
り
が
い
感
じ
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
感
染

症
グ
ル
ー
プ
（
当
時
）
や
対

策
本
部
へ
の
応
援
で
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
対
策
本
部
で
は
、
全

く
休
め
ず
に
40
日
以
上
連
続

勤
務
す
る
人
や
電
車
で
寝
て

帰
宅
し
て
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
浴

び
て
す
ぐ
に
出
勤
す
る
人
、

が
あ
っ
て
助
か
っ
た
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

「
忙
し
い
中
で
も
土
日
の

ど
ち
ら
か
は
休
め
て
い
る
の

で
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
普

段
の
忙
し
さ
も
あ
っ
て
ず
っ

と
寝
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。
時
間
の
あ
る
と

き
は
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ

に
ア
ニ
メ
を
見
た
り
、
子
ど

も
と
過
ご
す
時
間
を
大
切
に

し
て
い
る
と
話
す
山
岡
さ
ん

か
ら
は
、
忙
し
さ
の
中
で
も

子
育
て
に
奮
闘
す
る
お
父
さ

ん
の
顔
も
見
え
隠
れ
し
て
い

ま
し
た
。

　

【
聞
き
手

茂
内
梨
香
子
・
越
智
太
一
】

家
に
帰
ら
ず
職
場
近
く
の
ホ

テ
ル
で
泊
ま
っ
て
い
る
人
も

い
た
ぐ
ら
い
の
忙
し
さ
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
岡
さ
ん
は
普
段
で
も
50

時
間
～
60
時
間
ぐ
ら
い
の
残

業
の
あ
る
忙
し
さ
で
す
が

「
府
民
の
命
を
救
う
と
い
う

現
場
と
直
接
関
わ
れ
る
こ
と

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
」「
自
分
の
仕
事
が
形
に

な
り
、
病
院
か
ら
感
謝
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
」
と
い
き
い

き
と
話
す
表
情
か
ら
は
、
仕

事
へ
の
や
り
が
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
と
過
ご
す

時
間
も
大
切
に

　

２
歳
の
子
ど
も
の
父
親
で

も
あ
る
山
岡
さ
ん
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
保
育
園
か
ら
登
園
自

粛
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
、

職
免
制
度
を
活
用
し
て
妻
と

交
互
に
休
ん
で
子
ど
も
と
過

ご
し
て
い
た
そ
う
で
「
職
免

職場訪問
こんなとこにも組合員⑲

りかことたいちの連
　
載

　

今
回
も
大
阪
府
の
ベ
テ
ラ
ン
保
健
師
さ
ん
た
ち
の
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
の
中
、
本
来
の
保
健
師
活
動
を
貫
き
、
懸
命
に
奮
闘

す
る
保
健
師
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
い
ま
、
急
に
保
健
師
を
増

や
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
時
々
の
府
政
の

都
合
で
保
健
師
を
減
ら
し
た
り

増
や
し
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
計
画
的
に
育
成
す
る
体
制

こ
そ
が
必
要
で
す
」
と
話
す
彼

女
た
ち
の
言
葉
に
は
、
大
阪
府

の
公
衆
衛
生
を
支
え
て
き
た
力

強
い
誇
り
が
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

　

６
月
15
日
、
府
立
病
院
労
組
は
「
２
０
２
０
年
度
夏
季
要

求
書
」
を
提
出
し
、
切
実
な
要
求
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

要
な
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

労
働
組
合
に
加
入
し
よ
う

　

府
職
労
・
府
立
病
院
労
組

は
、
府
立
病
院
が
府
民
の
命
と

健
康
を
守
り
、
公
立
病
院
と
し

て
の
役
割
を
発
揮
す
る
た
め
に

ふ
さ
わ
し
い
労
働
条
件
の
確
立

を
求
め
て
、
引
き
続
き
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

安
心
し
て
働
き
や
す
い
職
場

に
す
る
た
め
に
労
働
組
合
は
必

要
不
可
欠
で
す
。
も
し
、
労
働

組
合
が
な
け
れ
ば
、
病
院
労
働

者
の
給
料
は
ど
こ
ま
で
も
下
げ

ら
れ
、
ス
タ
ッ
フ
も
減
ら
さ
れ

る
一
方
で
す
。
み
ん
な
で
労
働

組
合
に
加
入
し
、
働
き
や
す
い

職
場
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も

「
現
場
に
出
て
、
地
域
を
駆
け

ず
り
回
っ
て
地
域
か
ら
学
び
成

長
す
る
の
が
保
健
師
」
と
い
う

基
本
ス
タ
ン
ス
を
貫
き
、
一
人

ひ
と
り
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者

に
向
き
合
い
、
単
に
「
陽
性
者

が
何
人
出
た
か
」「
何
人
が
陰

性
に
な
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

が
も
と
の
生
活
に
戻
れ
る
ま
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
日
夜

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

（回答期限７月10日まで）

ベテラン保健師に
聞く保健師活動


